
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文教福祉常任委員会。議

会改革特別委員。 

高
い
国
民
健
康
保
険
税
に
よ
り
、
税
滞

納
はⅠ

５
，
０
６
２
件
（
平
成
２
７
年
度
）に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
３９
世
帯
に

資
格
証
明
書
（
保
険
証
の
取
り
上
げ
）
を

発
行
。
さ
ら
に
、
給
与
・預
金
・生
命
保
険

の
差
押
え
も
１９
件
（
国
保
税
を
含
ま
な
い

も
の
を
入
れ
れ
ば
３５
件
）
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
も
、
滞
納
者
が
「
分
納
誓
約
」

を
し
た
場
合
で
も
延
滞
金
の
割
増
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
「
分
納
誓
約
が
さ
れ
れ
ば
延

滞
金
割
増
は
停
止
す
べ
き
」
。
ま
た
、
「
過

酷
な
差
し
押
さ
え
は
す
べ
き
で
な
い
」
と
強

く
求
め
ま
し
た
。 

就
学
援
助
、
入
学
準
備
金
は
３
月
に
支
給
を 

格
差
と
貧
困
が
広
が
る
な
か
、
生
活
困

窮
世
帯
に
義
務
教
育
費
用
を
補
助
す
る
の

が
就
学
援
助
制
度
。
野
洲
市
で
も
小
中
学

校
で
４
３
２
人
が
受
け
て
お
り
、
全
児
童
生

徒
の
約
１
割
に
当
た
り
ま
す
。 

こ
れ
を
受
け
国
は
、
新
入
学
時
に
支
給

さ
れ
る
べ
き
入
学
準
備
金
が
７
月
に
し
か

払
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
「必
要
と

す
る
時
期
に
速
や
か
に
支
給
す
る
よ
う
」

（
平
成

２７
年
８
月
）
の
通
知
を
市
町
村
に
出

し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
野
洲
市
で
は
通
知
が
出
さ
れ

た
現
在
で
も
入
学
時
に
支
給
さ
れ
ず
、
７

月
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
新
学
期
は
多
額
の

費
用
が
必
要
。
国
の
通
知
の
通
り
、
入
学

時
に
入
学
準
備
金
を
支
給
す
べ
き
」
と
求

め
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
教
育
委
員
会
は

「改
善
へ、
検
討
す
る
」と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

環境経済建設常任委員

会委員長。議会運営委員

会、議会だより編集委員 

 

永
原
御
殿
後
の
竹
林
や
雑
木
林
に
は

カ
ワ
ウ
な
ど
の
野
生
動
物
が
棲
み
つ
き
、

地
域
住
民
へ
の
騒
音
被
害
や
糞
尿
に
よ
る

悪
臭
被
害
、
さ
ら
に
は
気
管
支
炎
な
ど
の

健
康
被
害
ま
で
起
き
て
い
ま
す
。
竹
の
根

が
近
隣
住
民
の
塀
に
沿
っ
て
進
入
も
し
、

地
域
で
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
竹
林
は
市
の
所
有
地
で
は
無
く
民
地

で
あ
る
為
、
解
決
手
段
が
複
雑
化
し
て
い

ま
す
が
、
単
な
る
竹
林
の
伐
採
だ
け
で
は

根
本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
永
原

御
殿
は
歴
史
的
に
も
価
値
の
有
る
貴
重

な
野
洲
市
の
財
産
で
も
あ
り
、
文
化
財
と

し
て
保
護
管
理
を
行
う
事
に
よ
っ
て
野
生

動
物
の
被
害
を
無
く
し
、
文
化
や
観
光
振

興
と
言
う
観
点
で
地
域
活
性
化
へも
繋
が

る
事
を
求
め
ま
し
た
。 

そ
れ
に
対
し
て
『地
域
住
民
や
地
権
者

と
の
協
議
を
続
け
る
中
で
国
の
史
跡
指
定

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
地
元

の
同
意
も
必
要
で
一
定
の
年
月
が
必
要
と

な
り
、
そ
れ
と
は
別
に
、
９
月
に
県
の
事

業
と
し
て
の
申
請
を
行
う
予
定
で
、
竹
林

伐
採
を
含
め
た
文
化
財
と
し
て
の
整
備
を

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
』
と
の
答
弁
で

し
た
。 

そ
の
他
、
【
南
桜
の
バ
ス
停
改
善
】
と
【ス

マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
よ
る
電
磁
波
過
敏
症
へ

の
健
康
被
害
対
策
】を
質
問
。 

   

総務常任委員会。議会改

革特別委員会副委員長。

湖南広域行政組合議員 

主な議案・請願・意見書の態度 
８月議会では市長２３議案、議員１議案、提案されました。そのうち共産党市議団は４議案

に反対し、１９議案に賛成しました。意見書７件が提案されました。共産党市議団が提案した
意見書４件と野洲ネットが提案した意見書２件は否決されました。 

太

田

健

一 

野

並

享

子 

東

郷

正

明 

矢

野

隆

行 

梶

山

幾

世 

丸

山

敬

二 

鈴

木

市

朗 

山

本

 

剛 

中

塚

尚

憲 

立
入
三
千
男 

坂

口

哲

哉 

河

野

司

司 

上

杦

種

雄 

栢

木

 

進 

岩
井
智
恵
子 

高

橋

繁

夫 

稲

垣

誠

亮 

北
村
五
十
鈴 

市

木

一

郎 

件    名 提案者 共 産 党 公 明 党 野洲ネット 野 洲 政 風 会 野 洲政 友 会 無 会 派  

２７年度一般会計歳入歳出決算の認定 市  長 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 

議

       

長 

27 年度国保・介護・後期高齢者特別会計歳入歳出決算の認定 市  長 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 

28 年度野洲市一般会計補正予算 市  長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 

同和問題の解決に逆行する「部落差別固定化法案」の制定を行わないことを求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

「要介護１・２」の「保険外し」を中止し、安心・安全の介護保障の実現を求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 

臨時国会でＴＰＰ協定を批准しないことを求める意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

米軍北部訓練場ヘリパッド建設に関する意見書 共産党 ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

南スーダンへの「安保法制」発動を許さない意見書 丸山敬二 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ 

緊急事態条項の新設に反対する意見書 山本剛 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

返済不要の「給付型奨学金」の創設及び無利子奨学金の拡充を求める意見書 矢野隆行 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

 

 

昨
年
９
月
、
市
民
病
院
の
基
本
設
計
予
算
が

否
決
さ
れ
て
か
ら
、
多
く
の
市
民
、
団
体
が
建
設

求
め
運
動
を
展
開
さ
れ
、
今
年
３
月
基
本
設
計

予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

多
く
の
市
民
は
市
民
病
院
の
建
設
を
待
ち
望

ん
で
い
ま
す
。
駅
前
は
交
通
弱
者
に
と
っ
て
最
良

の
場
所
。
駅
前
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
が
で

き
、
更
に
公
立
病
院
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
市
民
の

命
・
健
康
を
守
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
で
き
ま

す
。 

 

７
月
１１
日
に
は
基
本
設
計
の
業
者
も
決
定
さ

れ
、
提
案
の
中
に
は
、
５
階
建
て
で
、
１
階
に
は
レ

ス
ト
ラ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
、
２
階
は
診
察
室
と
地
域
包

括
ケ
ア
な
ど
配
置
し
、
医
療
、
保
健
、
介
護
の
連

携
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
２０

年
後
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
タ
ウ
ン
と
し
て
、
駐
車
場
を
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
真
ん
中
に
広
い
広
場
が
あ
り
、
夢

の
あ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
計
に
あ
た
っ
て

は
、
職
員
や
市
民
の
声
を
聴
き
進
め
て
い
く
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。 

 

当
局
は
「
野
洲
病
院
の
職
員
と
は
、
レ
イ
ア
ウ

ト
、
運
営
な
ど
事
前
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
は
す
で
に
行
っ

て
い
る
。
市
民
に
対
し
て
は
、
９
月
２２
日
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
説
明
し
、
来
年
２
月
ご
ろ
設
計
の
途
中
段

階
で
市
民
説
明
会
を
行
い
、
立
体
画
像
を
使
い

双
方
向
で
意
見
を
出
し
合
え
る
よ
う
に
す
る
。
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

そ
の
他
【
地
震
災
害
に
よ
る
仮
設
住
宅
の
対

応
。
教
職
員
の
過
重
負
担
の
解
消
】な
ど
質
問
。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月議会では共産党野洲市議団として４本の意見書と２本は野洲ネットと

の共同提案の意見書を提出しました。 

❶臨時国会でＴＰＰ協定を批准しないことを求める意見書 

❷部落差別固定化法案の制定を行わない意見書 

❸要介護１，２の介護外し中止を求める意見書 

❹米軍北部訓練場ヘリパット建設に反対の意見書 

❺南スーダンへの「安保法制」発動を許さない意見書 

❻緊急事態条項の新設に反対する意見書 

これらの意見書は、市民のみなさんの切実な願いです。野洲市民の中に

は自衛隊員の家族の方もおられ、「安保法制」の発動には心痛めておられま

す。介護保険の要介護１，２の保険外しも、７割の方が排除されることになり大

きな問題であります。しかし市民の願いが否決され残念でなりません。 

市民の立場や想いに寄り添った判断を行い、個々の議員が市民の声を国

に届けていく事が必要なのではないでしょうか。（採決状況は裏面を参照） 

 
野並享子   北野１-7-10   （電話・ＦＡＸ）５８７－０９８５ 

太田健一   近江冨士 2-11-25  （電話・ＦＡＸ）５８８－３１６９ 

東郷正明    比江８６４    （電話・ＦＡＸ）５８９－４１５８ 
市議団ホームページ 

野洲市議団で検索を  

８
月
議
会
で
は
前
年
度
決
算
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。 

平
成
２７
年
度
で
は
、
長
年
、
地
域
や
保
護
者

の
切
実
な
要
求
で
あ
っ
た
危
険
な
「
柿
木
原
踏

切
」の
改
修
。
学
童
保
育
所
で
同
居
家
族
に
６５
歳

未
満
の
同
居
者
が
い
る
場
合
入
所
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
年
齢
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
。
ゆ
き
は

た
子
ど
も
園
の
建
設
、
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い

る
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
同
和
行
政
の
個
人
施
策
の
廃

止
な
ど
市
民
の
願
い
が
実
現
し
ま
し
た
。 

一
方
、
不
況
で
苦
し
む
市
内
中
小
企
業
対
策

が
弱
く
、
大
企
業
を
優
遇
す
る
工
業
振
興
助
成

金
の
交
付
。
個
人
情
報
漏
洩
の
危
険
性
を
大
き

く
は
ら
む
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
、
個
人
施

策
は
廃
止
し
つ
つ
も
、
特
定
の
運
動
団
体
追
随
の

同
和
行
政
の
継
続
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る

市
政
に
反
し
て
い
ま
す
。 

安
倍
内
閣
は
、
社
会
保
障
の
為
と
い
っ
て
消
費

税
増
税
、
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
を
行
い
、
そ
の

 
１０月からコミュニティバスの運行

状況をスマートフォンで確認できるよ

うになります。各コースのＩＤを１０月１

日の市のホームページで掲載。スマ

ートフォンがない方は、市の生活安

全課に電話してもらえれば、今どこを

一
方
で
大
企
業
減
税
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
市

民
の
実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
や
年
金
の
引
き
下
げ
な

ど
で
暮
ら
し
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

個
人
市
民
税
の
伸
び
は
わ
ず
か
で
市
財
政
に
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。 

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
自
治
体
と
市
民
を
守

る
市
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
決
算
認
定
に
は
反
対
し
ま
し
た
。 

 

 
  

野
洲
市
の
国
民
健
康
保
険
税
は
県
下
１
９
市

町
で
２
番
目
に
高
い
保
険
税
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
への
繰
り
入
れ
を

減
ら
し
な
が
ら
国
保
税
の
大
幅
値
上
げ
を
し
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
２
億
円
以
上
の
基
金

が
貯
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料
も
平
成

２７
年
度
に
11
％
の
大
幅
値
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
国
保
同
様
、
基
金
が
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
国
が
負
担
割
合
を
減
ら
し
て
来
た

こ
と
に
要
因
が
あ
り
ま
す
が
、
国
に
対
し
て
負
担

割
合
を
増
や
す
事
を
求
め
、
基
金
を
活
用
し
た

保
険
料
の
引
き
下
げ
で
被
保
険
者
の
負
担
軽
減

を
行
う
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

  

 

２８年度補正予算で、野洲川北流公園（市

三宅の北側）の設計委託料３３００万円が

全額削減されました。 

 国・県有地に、野洲川河川公園の野球場

の移設という計画と、ボランティアの方の

自然林や築山を、子どもたちの環境学習の

ために残して欲しいという思いが、ぶつか

り合って折り合いをつけることなく、計画

は中止となりました。 

国は防災機能の整備を進めており、野球

場移転を求める市民と、子ども達の環境学

習のために河畔林整備をしておられる市民

と、国の三者の合意での実現が求められま

す。 

 環境経済建設常任委員会分科会での質疑

で、行政は「公園整備は中止したが、国が

防災機能の整備検討されるときに、市とし

て別途土地利用ができるのか協議してい

く」と答弁しました。 

走っているのか教えてもらえます。 

 
 

来年４月から水道料金を１４％引き上げる計画が、上水道運

営委員会から出されました。平成２９年から３３年の５年間で、

施設整備に１６億円。今後３０年間で７６億円が必要であり、基

金積み立てゼロ円の状況の中、２９年４月から１４％の値上げ。 

しかし、上水道運営委員会も８月９日の答申で、改定に当たっ

ては、生活困窮者の負担軽減が図れるように考慮することと付

帯意見が付けられています。 

 

 ８月定例市議会は８月２４日から９月１６日まで開催されました。共産党市議

団は、暮らしが大変な時、市民の切実な願いを一般質問や意見書提出で実

現を求めました。８月議会は平成２７年度決算審議が行われましたが、安倍内

閣の社会保障切り捨てから市民の暮らしと自治体を守り、市民の願い優先の

行財政を進めることを求めました。 

 

 

 

 

野洲川北流公園の築山 

 


